


















































































































































































































































































































たたちは、あと 10年で成人です。その時、自分はどうありたい し、今、新成人の 9害IJが将来に不安を抱いてい







































































果関係に気づいた子どもが板書した関係図である 150 2 
つの意味を関連づけていることがわかる。
図2 子どもによる因果関係の把握
このように子どもたちは 職場体験や身近な人との
他者対話を通して、実感を伴った「働く意味」を見出
していた。このことによって、 7つに分けられた「働
く意味」の因果関係に気づくとともに、現実場面を想
定しながら、意味を深めていった。
(4)子どもの姿を捉える評価
クラス全体で「働く意味」を議論することと同時に、
本単元では子どもたちが自らの認識の変容を捉えるこ
とができるよう、 2種類のツールが用いられた。
lつは、ランキングである。第 1時の冒頭でも行わ
れたが、子どもたちは 7つの「働く意味」を並べ、順
位をつける。敢えてランキング化することによって、
自分が優先したい「働く意味」を考えるのである。
もう lつは、円グラフである。ランキング化するこ
とによって、順位は明確になるが、子どもの内側には
何を優先すべきかを考えるという葛藤が起こっている。
ランキングでは顕在化されない、その葛藤の様子を円
グラフによって捉えようとするのである。表3に示す
のは、 I君の円グラフの変化である。 I君は当初、「人
の役に立つため」が 70%で、あった。議論を重ねていく
うちに、その割合は減り、「社会の役に立つjという意
見が最も割合の大きな意見へと変化している。円グラ
フの隅には、 fOOさんが言っていて、なっとくした」
という理由が書かれていた。他者との対話を通して、
彼のなかでの重みづけが変化していることがわかる。
また黒田先生自身は、エピソードシートと座席表を
用いて、子どもの認識と行動の変化を捉えていた。エ
ピソードシートとは、教師が子どもたちの日常生活の
言動を記録するものである。子どもたちの言動すべて
を書き込むのではなく、教師が「はっとした瞬間」の
みを記録するよう心掛けているとし 1う。なぜなら、「そ
の瞬間こそ、教師自身が子どもの成長に気づいた瞬間j
であり、「その気づきこそ、授業を進めていくうえでの
起爆剤になる」と考えているためである。
座席表とは、座席の配置図のなかに子どもの意見を
書き留めるものである。この単元では、子どもたちは
職場体験についての作文を書いているが、黒田先生は
子どもらの作文の要点を座席表に書き込み、それを持
ちながら授業を進めている。座席表を使用することで、
クラスの子どもの間にある意見の対立を視覚的に捉え
ネートしやすくなるとしづ。
このように、この単元では、子ども用の 2つのツー
ルと教師用の 2つのツールが用いられることで、子ど
もの認識と行動の変化を捉える機会が設けられていた。
(5)実践の分析と考察
以上を踏まえて、黒田先生の授業実践の意義と課題
について検討してみよう。
意義の l点目として、子どもたちが自覚的に価値を
獲得できる機会を保障している点が挙げられる。これ
までの道徳教育においては、徳、自主義に陥ることが問
題視されてきた。本実践においては、 「働く意味とは
何か?J という問いのみが共有され、その解答は子ど
もらにゆだねられていた。このことから、特定の価値
観の獲得を目指すのではなく、子どもたちが今後自ら
働く価値について自問自答できるように、価値に対す
る向き合い方を育む実践であったと言えるだろう。
意義の 2点目として、以前に学習した経験のある商
!苫街で実際に働くという学習活動を位置づけ、その学
習活動を軸に集団で議論する機会を設けることによっ
て、子どもの生活現実への接近が試みられていた点が
挙げられる u 先に確認したように、これまでの道徳教
育をめぐっては、いかに子どもの生活現実とのつなが
りを保障した、子どもが自ら価値を創造できるような
学習活動を組織するのかが間われていた。本単元では、
職場体験という学習活動の時間と、自らの内面に向き
合う時間、集団での議論の時聞が保障されており、子
どもたちは、まさに自らの職場体験を見つめ、それを
根拠に「働く意味」を見出していた。ここから、黒田
先生は、読み物資料だけに頼らず、子どもの体験を軸
に据えた実践を実現しており、そのような実践におい
てこそ、生活現実に裏打ちされた、切実感を伴う価値
ることができ、授業中の子どもたちの議論をコーディ が創造されることを示してくれていると言えるだろう。
表 3 1君の円グラフの変化
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意義の 3点目として、態度主義の克服が挙げられる。
子どもの自己評価を位置付けることで、子どもの表面
的な行動のみを評価するという問題が回避されている。
子どもが自らの認識の変化を辿ることのできる実践で
あったと言えるだろう。
最後に 2点、実践についての疑問を指摘したい。 1
点目は、問いと答えのねじれである。本実践では、 「働
く意味とは何か?J という間いが共有され、子どもた
ち一人ひとりが意味を追求していた。その際「働く意
味」に順位をつけていた。との順位づけに関して、子
どもの間で、認識のずれがあった。例えば「まずは自分
が楽しまないと、社会の役に立つまで働き続けること
はできなしリと答える子がし、る一方で、「社会の役に立
つことがわかったら、自分も楽しくなっていく」と答
える子もいた。つまり、働き始める「動機」と働いた
「結果」を考える子どもが、それぞれいたことになる。
このことは、本単元で設定された問いとも関係して
いると思われる。「なぜ働くのか」という聞いと、 「働
く意味とは何かJという問いとは少し次元の異なる可
能性がある。授業で設定された「働く意味」はすべて
1"-'のため」とし1う表現で統一されていたが、この答
え方は、 「結果Jというよりも「動機」を答える際に
相応しい。「働く意味とは何かjという問いに対して、
1"-'のため」と答えることによって、問いと答えがね
じれの現象を起こしていたと言えるだろう。
ただし急いで、断っておくと、第 12時の授業展開で
示したように、子どもたちは議論を通して、「動機」と
「結果」の関係に気づき、 7つの「働く意味」のつな
がりを見出していた。つまりこの課題は、子どもたち
自身によって、克服されていたと言えるだろう。
2点目は、「認識と行動の統一」の様子を見取る評価
についてである。ランキングと円グラフを用いること
で、子どもたちは前時とは異なる自らの認識の変化に
ついて視覚的に捉えることができていた。このことは、
働く価値を自問自答するために必要な行為である。た
だし認識の深まりは、これらのツールだ、けで、は捉えき
れないだろう。先述したように、子どもたちは7つの
「働く意味j のつながりに気付いていた。この認識を
捉えるためには、自由記述とともに、概念マップなど、
関係性を視覚的に捉えられるようなツールを合わせて
使用する必要があると考えられる。
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さらに、「認識と行動の統一」をめざすのであれば、
最終の成果物として、自らの認識の深まりを提示する
ことのできる文章だけでなく、行動の側面から自らを
見取る場面が保障される必要もあるだろう。「働く意
味」を考えるなかで、では日々の活動のなかで自分は
どのように行動できているのかと、今一度普段の生活
に戻ることが求められよう。
ただし、先述した高松小の子どもたちの実態分析の
観点から見れば、黒田学級の子どもたちは、「学級とい
う集団のなかで、相手の意見に共感しつつ、自己主張
するjという姿に育っていた。この点において、「認識
と行動の統一」は、一定程度実現されていると考えら
れる。本稿では、職場体験という「行動」から、「働く
意味」を見出すという「認識」へとしづ道筋に焦点を
当ててきたが、「認識」の深まりが、いかに子どもたち
の「行動」へと結びついていくものなのかについても、
子どもの姿を追う必要がある。今後の課題としたい。
4. おわりに
本稿では、 「道徳」と「特別活動j の統合カリキュ
ラムの可能性について、高松小の黒田先生の実践を通
して考えてきた。黒田先生の実践においては、特定の
価値観の獲得を目指すのではなく、今後の人生におい
て立ち返ることのできる聞いの共有が図られていた。
さらにその問いを共有するために、子どもに切実な葛
藤を引き起こすきっかけが単元内に位置付けられてい
た。 I働く意味とは何か」と閉し1かけられたとき、大
人で、あっても即座に答えることは難しい。またニート
やフリーターが多いという現状に対する解決策を見出
すことも難しい。そのような問題に対して、子どもた
ちは自分の経験や、授業での議論を通して、自分なり
の「働く意味」を見出し、問題の解決に向かっていた。
子どもと聞いを共有すること、体験活動を軸に単元を
構成すること、子どもの自己評価の機会を位置付ける
こと、これら 3つの黒田先生の授業の特徴は、これま
で道徳教育で課題とされてきたことへの、 1つの解答
を示してくれていると言えるだろう。またそのような
実践を生み出した「道徳」と「特別活動」の統合カリ
キュラムの可能性も示されていると言えるだろう。
本稿を執筆するにあたって、印象的だ、ったことが 2
つある。 1つは、授業中に反対意見を述べた相手と、
授業後にまた語り合う子どもたちの姿である。本稿で
は十分に表現することはできなかったが、黒田先生の
授業は指名なし討論の形式で授業が展開される。その
ため、挙手する子どもを教師が当てて発表させること
は少なく、子どもたちが一斉に立ち上がり、お互いを
見渡すなかで、誰が発言すべきか子どもたちが選択し
ていく。一人ひとり意見が異なっていてもいい、とい
うメッセージを教師が出すことで、子どもたちは意見
を受け止めてもらえる安心感を持つことができる。し
かしながら、意見の相違が葛藤なく共有される場合、
互いの意見の差異に気付くことはできなし、かもしれな
い。黒田先生の授業では、敢えて意見をぶつからせる
ことで、子どもたちの素朴な意見の内部に潜む考え方
の差異に気付く仕掛けがあった。このことによって、
異なる意見を持っていても、互いを分かり合う姿勢が
育まれていたのではなし、かと考えられる。だからこそ、
授業中激しく議論を交わした子どもたちが、授業後す
ぐに打ち解けあう姿が見られたのだと考えられる。
もう lつは、黒田学級に在籍していた一人の女児に、
授業を振り返った感想を聞くことができたことである。
2年前の授業で、はあったが、いくつも黒田学級での思
い出を語ってくれた。授業場面に限って言えば、「とに
かく議論して、たくさん考えた」と述べていた。彼女
は、 4年生の時点では、「お金のためJと答えていたが、
6年生となった今「それだけじゃなくなった。人のた
めもある気がするjと答えていた。なぜそう思ったの?
という問し、かけに対して、「ふとそう思った。でもまた
変わるかもしれなしリと答えてくれた。「とにかくたく
さん考えたJという経験を持っていてほしいという黒
田先生の願いは、この子どもに伝わっており、考え続
ける姿勢へとつながっていると思われる。
「道徳」と「特別活動」の在り方をめぐっては、今
なお議論が重ねられている。黒田先生の実践は、まさ
に道徳教育の抱える課題に切り込んでいる。道徳、の教
科化が決定されつつも、課題が山積する今日の状況に
おいて、子どもとともに価値を生み出す黒田先生の授
業から学ぶことは多いだろう。
1 2008年度版小学校学習指導要領第l章総則において、
「学校における道徳教育は、道徳の時間を要として学
校の教育活動全体を通じて行うものであり、道徳の時
間はもとより、各教科、外国語活動、総合的な学習の
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時間及び特別活動のそれぞれの特質に応じて、児童の
発達の段階を考慮して、適切な指導を行わなければな
らなしリことが明言されている。
2 当時の文部大臣、松永東は社会科において道徳を指
導すると「目的がぼけてしまう恐れがある」として、
独立教科設置の意向を表明した(教育記者の会・道徳
教育研究会『文部省発表道徳実施要綱の解説』明治図
書、 1958年、 pp.9-10)。
3文部省「小学校『道徳、』実施要綱J1958年。
4宮坂哲文「生活指導と道徳教育J~宮坂哲文著作集』
第I巻、明治図書、 1968年、 p.202。
5工藤緩夫「特設道徳、の理論を究明する」春田正治・
宮坂哲文編『今日の道徳教育』誠信書房、 1964年。
6 この問題は、本田由紀『教育の職業的意義一若者、
学校、社会をつなぐj](ちくま新書、 2009年)や、佐々
木英一「現代における職業指導の役割と課題一ノン・
キャリア教育の構築J斉藤武雄他編著『ノンキャリア
教育としての職業指導j](学文社、 2009年)に詳しい。
7文科省「道徳教育実施状況調査jでは、「心のノート」
「読み物資料」の使用率の高さが報告されている。
B宇佐美寛 p道徳」授業に何が出来るか』明治図書、
1989年。
9荒木紀幸『続 道徳、の授業はこうすればおもしろし¥j]
北大路書房、 1997年。
10態度主義の問題については、田中耕治「関心・意欲・
態度の問題にこたえるJ~学力評価論の新たな地平』
(三学出版、 1999年、 pp.99-110)に詳しい。
1 香川大学教育学部附属高松小学校・しらうめ会『“し
らうめ活動"“ふれあい学習"で生き生き教育 地域と
共生する学校づくり 』明治図書、 1999年。
12香川大学教育学部附属高松小学校『百年史j]1990年、
p.313o 
13 この時の実践は、黒田拓志「総合的な学習の時間と
の連携による道徳授業」七候正典他編『未来への扉を
拓く道徳、教育』美巧社、 2015年、 pp.56・61に詳しい。
またここ以降、黒田先生へのインタビュー結果にもと
づき論じることとする。
14高松小で、は、子どもの姿で教育目標を設定しており、
「目指す子ども像」として示される。
15 なお、黒田先生の授業では、黒板が子どもに聞かれ
ていることも特徴として挙げられる。教師が板書した
ものを子どもが写すのではなく、教師と子どもが一緒
に思考過程を板書することで議論を共有していくの
である。そのため、ノートを書くという作業も時に省
略され、黒板の写真が配布され、それをノートに貼る
場合もあるという。これらの工夫により、子どもたち
は自分の意見をまとめることと、他者の意見を聞くこ
とに集中でき、議論に焦点を当てた授業が展開される
のである。
(博士後期課程・日本学術振興会特別研究員)
